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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

第２期遠別町まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

北海道天塩郡遠別町 

 

３ 地域再生計画の区域 

北海道天塩郡遠別町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本町の人口は 1958 年の 8,944人をピークに、現在に至るまで人口減少が継続

している。2020 年の国勢調査では 2,520 人となっており、住民基本台帳によれ

ば 2025 年 3 月末人口は 2,215人となっている。国立社会保障・人口間題研究所

の推計によると、2040年には 1,546人まで減少する見込みである。 

年齢３区分別人口割合の推移をみると、1960 年から 2020 年にかけて、年少人

口は 37.9％から 9.8％、生産年齢人口は 57.5％から 49.1％に減少する一方、老

年人口は 4.6％から 41.0％に増加しており、少子高齢化が進行している。 

 自然動態をみると、1995 年頃から自然減の傾向にあり、2020 年には 50 人の

自然減となっている。合計特殊出生率は、2018 年から 2022 年までの間が 1.21

となっており、全国や北海道と比べ、やや平均値ともいえる数値だが、依然とし

て自然減による人口減少が多くを占めている。 

 社会動態をみると、1965年以降、60 年間以上にわたって、社会減の状況が続

いており、2024 年には 44人の社会減となっている。 

 従来から人口減少は大きな地域課題となっていたが、近年は地域の産業を支

える担い手の不足や住民の生活利便性低下、地域の活力衰退、地域コミュニティ

の機能低下など、人口減少に伴う地域への様々な影響が顕在化し、これらの喫緊

の課題に対処しなければならない。 
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本町の人口減少をできる限り抑制し、若い世代が安心して働き、希望どおり結婚・

出産・子育てすることができる社会経済環境を実現することが重要であり、本町の

魅力を高め、定住人口の維持や交流人口の増加を目指し、地方創生につなげていく

必要がある。 

なお、取組にあたっては、本計画において、次の事項を基本目標に掲げる。 

・基本目標１ これから先も「えんべつ」で 

・基本目標２ いきいきする「えんべつ」で 

・基本目標３ チャレンジする「えんべつ」で 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2035年度） 

達成に寄与する地

方版総合戦略の基

本目標 

ア 

出生数 8人 年7人以上 

基本目標１ 

診療所、特別養護老

人ホームの機能維

持 

診療所病床数

19床 

特別養護老人

ホーム病床数

50床 

診療所病床数

19床 

特別養護老人

ホーム病床数

50床 

地域公共交通体制

の維持 

都市間バス(

札幌)便数3便 

都市間バス(

札幌)便数3便 

イ 

観光入込客数 178,390人 
年150,000人

以上 
基本目標２ 

ふるさと納税寄附

件数 
3,590件 

年3,000件 

以上 

ウ 

地域おこし協力隊

員数 (累計) 
1人 延べ10人以上 

基本目標３ 
北海道遠別農業高

等学校入学者数 
19人 年20人以上 
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５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

第２期遠別町まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア これから先も「えんべつ」で事業 

イ いきいきする「えんべつ」で事業 

ウ チャレンジする「えんべつ」で事業 

② 事業の内容 

ア これから先も「えんべつ」で事業 

  安心して働き・暮らせる地方の生活環境をつくるため、一次産業の維持、

外国人との共生に向けた取組みをはじめ、地域の医療・介護福祉サービ

ス、若者・子育て世帯に寄り添った支援、さらに持続可能な公共交通ネ

ットワークの実現に向けた取組みを推進する。 

  【具体的な事業】 

  ・一次産業の維持 

  ・外国人との共生 

  ・医療・介護福祉体制の維持 

  ・若者・子育て世帯に寄り添った支援 

  ・公共交通ネットワークの維持 

  ・ＡＩ・デジタル技術の活用 等 

イ いきいきする「えんべつ」で事業 

 地方経済の好循環を目指し、特産品や観光施設、さらに地域資源として

スポーツなどの付加価値を高め、「稼ぐ地域」の実現に向けた取組みを

推進する。 
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  【具体的な事業】 

  ・特産品や観光施設を活かした地域経済の好循環 

  ・地域資源として「スポーツ」の価値を高める 

・地域の事業者を支援 等 

ウ チャレンジする「えんべつ」で事業 

 若者への支援強化をはじめ、関係人口の拡大目指すとともに、地方創生

の大きな力となる地域おこし協力隊の活用を進める。また、遠別農業高

等学校の魅力を高めるサポートを行い、専門分野の人材育成につながる

取組みを推進する。 

  【具体的な事業】 

  ・地域おこし協力隊の導入 

  ・遠別農業高等学校の入学者数の増加 

  ・総合的な人材確保対策 

・関係人口の増加 等 

※なお、詳細は第３期遠別町総合戦略のとおり 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

2,000,000千円（2026年度～2035年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度８月頃に、外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方

針を決定する。検証後速やかに遠別町公式 WEBサイト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

2026年４月１日から 2036年３月 31日まで 

 

６ 計画期間 

2026年４月１日から 2036年３月 31日まで 


